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菊池：Through the Crosshairs: War, Visual Culture and the Weaponized Gaze
　そして、「狙撃者の視覚」というアメリカ文化における市民と軍の新たな関係が、映画『ア
メリカン・スナイパー』（2014年）とその受容に依拠して分析される。ここでは、狙撃者とい
う存在が、ミシェル・フーコーの議論を参照しながら、「牧人的なもの（the	pastral）」として
解釈される。『アメリカン・スナイパー』は、すべてを見ることによって羊（仲間や家族、国民）
を狼（敵）から護る牧人（狙撃手）の自己犠牲の物語として受容された。アメリカ市民はこう
した物語を受け容れることで派兵を牧人的行為として理解し、ジャーナリズムもこの流れに追
従していく。狙撃手に結晶化する監視と自己犠牲に支えられた牧人的なものこそ、ポスト911
のアメリカ社会の視覚性を特徴づけている。
　本書はまた、「兵器化された視覚に抵抗する視覚」についても考察している。とりわけ、ド
ローンの視覚に抵抗するさまざまな表現活動がとりあげられる。それは、オペレーターをド
ローンへの従属から解放する物語や映像表現を採用するドキュメンタリー映画であり、不可視
のドローンを積極的に可視化したり、ドローンの制空下に生きる人びとの経験を表象しようと
するようなアート活動である。こうした取り組みは、いずれも、暴力的支配を物語化し自然化
していく兵器化されたまなざしを、脱自然化することによってその暴力性を顕在化させようと
するものであることが指摘される。
　こうして、本書が明らかにするのは、兵器化されたまなざしの暴力性である。「われわれ」
アメリカを「敵」から護るためには、「われわれ」の「敵」に対する暴力を正当化しなければ
ならない。だからこそ、兵器化されたまなざしは兵士だけでなく、市民もそのなかに取り込ん
でいかなければならない。そして、兵器化されたまなざしは、その監視的な機能をより高めな
がら、市民をもそのまなざしのもとに取り込んでいく。しかし、「われわれ」を「敵」から護
るまなざしは、「われわれ」のなかから「敵」を見出す監視的な権力でもある。「われわれ」を
「敵」から護る兵器化されたまなざしは、いつでも反転して、「われわれ」を「敵」と見なして
牙を剥くまなざしでもあるのだ。
　だからこそ、市民は、自分たちを取り巻いている兵器化されたまなざしが「われわれ」と「敵」
を支配しているしくみを理解しなければならない、とスタールは主張する。兵器化されたまな
ざしのなかにそれに抵抗する戦略があるのであり、だからこそ、兵器化されたまなざしへの抵
抗は、兵器化されたまなざしそのものを経由することによってしか実現しえない。本書は、兵
器化されたまなざしを分解することでそのしくみを理解しようとする「リバース・エンジニア
リング」（p.152）の試みなのである。
　本書が扱うのは、おもに湾岸戦争以降の現代アメリカにおける視覚文化である。だからと
いって、それは日本で生活するわれわれにとって「あちら」側の問題ではない。それは、日本
にとって「いま・ここ」の問題でもある。というのも、映画製作企業やテレビネットワーク企
業、IT企業のようにグローバル化するアメリカのメディア産業によって、日本で生活するわ
れわれも無意識のうちにアメリカの兵器化されたまなざしに深く浸透されているのだから。わ
れわれも、アメリカ市民と同じように、アメリカの兵器化されたまなざしを通して、アメリカ
の「われわれ」と「敵」の枠組みのなかで生きている。こうした事態に対して無関心でいるこ
とは、兵器化されたまなざしに護られているうちは安心して生きられるだろうが、それが反転
したときに為す術がない。だからこそ、日本に生きるわれわれも、アメリカにおける兵器化さ
れたまなざしのしくみを理解する必要がある。本書はそのための重要な指針を与えてくれるだ
ろう。
